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 本研究において我々は、顕微鏡のもつ高い集光能力と単一光子検出器のもつ高い光検出能力を

組み合わせた顕微光量子計測技術の開発を進めている。顕微光量子計測を活用すると、異方性を

もつナノ材料の光学的性質や半導体からなる光電変換デバイスの特性を精緻に分析することがで

きる[1-5]。近年の研究では、可視域に感度をもつ NICT 製の超伝導ナノワイヤ単一光子検出器を

活用し、空間的に孤立したコロイド量子ドット（CQD）の単一ドット発光を利用して、極めて高

い純度の単一光子を発生できることを明らかにした[6]。また、透過型電子顕微鏡（TEM）用のグ

リッドの上に塗布した CQD の単一ドット発光特性評価を行った上で、その CQD の TEM 撮影を

実施する実験にも成功した[7]。 

今回我々は、これまでに開発した計測装置や材料分析技術を多くの研究者が気軽に利用できる

ようにするために、遠隔地から装置を操作する

技術と、仮想世界に現実の情報を重ね合わせた

空間（＝拡張仮想空間）を活用した独自のリモ

ート計測システムの開発に着手した。図１に、

今回構築した拡張仮想空間のスナップショット

を示した。(a)は仮想空間の全体像、(b)は実験室

の中の映像である。(b)の空間の中では、描画さ

れた顕微光量子計測装置のライブ映像を見なが

ら、稼働しているリアルの装置を遠隔操作する

ことが可能である。講演当日には、拡張仮想空

間の中に設置したプレゼンテーションツールや

アバターを操作する仕組みを利用しながら、開

発したリモート顕微光量子計測システムを実際

に動かすライブ実演デモをオンラインで実施す

る予定である。 
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図１(a)：NICT（神戸）をモデルとして構築し

た拡張仮想空間。(b) 顕微光量子計測装置を

動作させている実験室の中の様子。 
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